
                   

    
令
和
４
年
度
に
な
り
、
今
年
は
碧
川
か
た
没
後
６０
年

記
念
の
年
で
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
発
行
す
る
予
定
で
す
。

会
員
の
持
て
る
力
を
合
わ
せ
て
、
よ
い
も
の
に
し
て
行

く
つ
も
り
で
す
。 

さ
て
、
今
回
は
第

六
章
後
半
の
、
か
た

一
家
が
京
都
に
行

く
昭
和
２
年
か
ら

終
戦
の
昭
和
２０
年

ま
で
の
間
に
つ
い

て
、
か
た
と
道
夫
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

か
た
は
京
都
に
い
て
も
、「
京
都
女
権
同
盟
代
表
」
の

肩
書
を
も
っ
て
い
た
。
夫
企
救
男
は
「
小
樽
新
聞
」
に
連

載
小
説
を
書
い
て
い
た
が
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
四

月
、
五
八
歳
で
死
亡
す
る
。 

「
道
夫
の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
の
仕
事
」
に
つ
い
て

は
、
米
子
シ
ネ
マ
の
吉
田
明
弘
さ
ん
が
発
表
し
た
。
日

活
京
都
撮
影
所
で
忙
し
く
仕
事
を
し
、
入
院
を
機
に
医

学
映
画
（
手
術
撮
影
）
の
実
績
も
残
し
た
。 

仕
事
が
東
京
多
摩
川
に
移
り
、
昭
和
九
年
、
一
家
は

ふ
た
た
び
東
京
に 

帰
っ
た
。 

 

水
を
得
た 

魚
の
よ
う
に
、 

か
た
は
、
婦
人
参
政

権

の

国
会
請
願
（
昭
和
一
二

年
）
、
「
飲

食
時
間
制
に
関
す
る
請
願
」
（
午
後
五
時
ヨ
リ
十
時
）

（
昭
和
一
四
年
）
、
有
妻
の
男
子
の
姦
通
罪
を
認
め
よ

と
の
「
刑
法
改
正
に
関
す
る
請
願
」
（
昭
和
一
四
年
）

を
だ
し
て
い
る
。 

昭
和
２０
年
３
月
東
京
大
空
襲
の
後
、
か
た
ら
は
疎

開
す
る
が
、
か
た
の
疎
開
日
記
が
た
つ
の
霞
城
館
に
残

さ
れ
て
い
て
、
私
た
ち
が
現
代
語
に
解
読
し
た
も
の
を

資
料
と
し
て
配
布
し
た
。
疎
開
先
で
の
食
料
不
足
に
も

細
々
と
耐
え
た
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。 

 

た
つ
の
霞
城
館
か
た
資
料
と 

 
 

鳥
取
県
立
博
物
館
か
た
資
料 

 

た
つ
の
市
の
霞
城
館
は
、
昨
年
４
月
か
ら
市
の 

指
定
管
理
施
設
（
委
託
先
：
公
益
財
団
法
人
童
謡
の

里
龍
野
文
化
振
興
財
団
）
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。 

そ
こ
に
着
任
し
た
義
則
敏
彦
学
芸
員
が
霞
城
館
の

か
た
資
料
を
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
し
て
研
究

会
に
く
だ
さ
り
、
交
換
と
し
て
鳥
取
県
立
博
物
館
の

か
た
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た
め
に
、
４
月
２６
日

に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

研
究
会
の
会
員
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
集
合
し
、

撮
影
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
日
頃
は
目
に
し
な
い

資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
日
デ
ー
タ
を

C

D
版
で
県
博
と
研
究
会
に
も
ら
い
ま
し
た 

か
た
研
究
会 

と
し
て
も
今
後 

の
活
用
が
期
待 

で
き
ま
す
。 

 

（
四
井
） 
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第
２１
回
研
究
会
を
５
月
１
５
日
（
日
）
に 

米
子
立
図
書
館
で
行
い
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 

 

研究会の様子 

発表の吉田さん 

県博での資料撮影の様子 



  

碧
川
か
た
を
取
り
巻
く
様
々
な
人
間
関
係
、
中
で
も

「
露
風
の
赤
と
ん
ぼ
」
に
最
も
関
心
を
も
ち
、
特
に
詩
を

目
に
す
る
た
び
懐
古
の
念
に
駆
ら
れ
る
。
い
か
に
そ
の

詩
が
感
情
を
沸
き
立
た
せ
る
の
か
に
興
味
を
抱
い
た
。 

後
年
、
露
風
に
よ
れ
ば
、「
私
が
詩
を
作
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
偏
へ
に
神
様
の
御
恩
寵
で
あ
る
が
、
其
の
中

に
あ
っ
て
母
の
愛
が
あ
っ
た
。
母
は
宗
教
心
の
篤
い
人

で
詩
や
歌
の
嗜
好
が
あ
り
、
万
葉
集
の
歌
を
く
ず
し
て

歌
っ
た
り
、
即
興
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
幼
い
頃
、
子

守
唄
か
わ
り
に
聞
か
せ
て
呉
れ
た
。」
と
懐
か
し
が
っ
て

い
る
と
記
さ
れ
て
い
た
。
反
面
、
抒
情
的
な
詩
か
ら
は
打

っ
て
か
わ
っ
て
、
近
代
的
な
婦
人
解
放
の
先
駆
者
と
な

る
そ
の
勇
気
。
気
概
を
も
ち
、
努
力
し
、《
婦
人
参
政
権

運
動
に
専
心
し
、
禁
酒
運
動
な
ど
に
活
躍
し
た
》
い
わ
ゆ

る
、
三
木
露
風
の
『
赤
と
ん
ぼ
』
の
母
で
あ
る
。 

当
時
の
女
性
達
は
ま
だ
ま
だ
慎
み
深
か
っ
た
時
代
で

あ
り
、
天
授
の
叡
智
の
覚
醒
に
も
よ
る
が
、
夫
へ
の
信
頼

と
敬
愛
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
に
啓
発
に
挑
ん
だ
碧
川
か

た
の
行
動
力
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。 

今
世
紀
に
於
い
て
、
未
だ
、
旧
態
依
然
の
世
界
が
見

受
け
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
女
性
の
社
会
的
向
上
は

時
代
の
推
移
に
敏
感
に
反
応
し
、
社
会
的
な
根
本
問
題

を
考
え
て
い
き
、
女
性
の
地
位
を
高
め
る
こ
と
と
思
わ

れ
る
。
献
詩
の
一
片
に
み
る
碧
川
か
た
の
人
物
像
は
、

「
性
篤
実
に
し
て
堅
、
健
全
な
思
想
を
有
し
、
女
性
擁

護
に
尽
く
す
。
花
に
似
た
る
詩
歌
を
作
り
、
其
の
資
性

を
我
に
思
は
し
め
た
り
。
三
木
露
風
」
と
謳
っ
て
い
る
。 

碧
川
か
た
に
つ
い
て
の
人
・
生
涯
理
解
は
や
っ
と
関

口
に
達
し
た
と
い
う
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
深

く
関
心
を
も
ち
研
究
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
検
証
、
調

査
、
研
究
と
続
け
て
い
く
中
、
出
版
ま
で
の
認
識
の
到

達
点
ま
で
も
う
間
近
か
。
一
人

で
も
多
く
の
方
々
に
勇
気
と

希
望
を
与
え
て
い
け
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

米
子
市 

 

渡
部 

栄
子 

 

●
次
回
の
研
究
会
は 

湯
梨
浜 

で
す
。 

[

日
時]  

令
和
４
年

６
月

２５
日
（
土
） 

 
 
 
 

午
後
１
時
半
～
３
時
半 

[

場
所]  

 

湯
梨
浜
町
中
興
寺 

 

龍
徳
寺 

      [

内
容]  

『
碧
川
か
た
の
生
涯
』
出
版
に
向
け
て 

・
第
７
章 

戦
後
、
頼
み
は
市
川
房
枝
へ 

・
第
８
章 

企
救
男
と
か
た
の
子
ど
も
た
ち
と 

芳
子
の
夫
内
田
吐
夢 

 

・
前
回
参
加
の
方
は
目
次
と
安
部
宙
之
助
資
料

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で 

 

マ
ス
ク
着
用
で
、
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

新
た
な
社
会
を
構
築
す
る
時
代
に
向
け
て 

 

                 たつのとの交流コーナー            
たつの市は三木露風が晩年を過ごした三鷹市とは姉妹都市になっていて、今年は交流 20年記念で、たつのの

朝ドラかたの会も、大勢が 6月 14・15日に行かれるそうです。三鷹では露風の新たな資料が出ており、かたの

会会員も楽しみにしておられるそうです。 


